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図① 会社法制定過程
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図②会社の分類
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図③会社設立手続
（従来の手続）
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①最低資本金
１０００万円

②印紙税
４万円

③認証費用
５万円

④保管証明手数料
２万５千円

⑤登録免許税
（資本金１０００
万円の場合）
１５万円

合計
約１０２７万円
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①最低資本金
１円

②印紙税
４万円

③認証費用
５万円

④登録免許税
１５万円

合計
約２４万円



図④ 有限会社の対応

有限会社

特例有限会社

株式会社へ
商号変更

（現在）

（２００６年５月以降）

・手続は不要
・取締役の選任は不要
・決算公告不要

・商号変更のみで変更可
・信用がアップ
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